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トピックス2 欧米を中心に電力貯蔵用フロー電池の研究開発が再び活発化
　電力のピークシフトや風力・太陽光などの再生
可能エネルギーによって発電した電力の平準化の
用途に、電力貯蔵用蓄電池の需要が増している。
この電力貯蔵用として、米国や英国をはじめとす
る欧米諸国を中心に、レドックスフロー電池の研
究開発が再び活発化している。
　米国エネルギー省（DOE）も資金提供する国
際フロー電池フォーラム（IFBF）が 2010 年から
毎年開催され、発表件数は年々増加している1、2）。
2012 年 6 月ミュンヘンで開催の第 3 回では、欧米
諸国から 32 件、合計 42 件が採択された。日本か
らは今回初めて 1 件（住友電気工業（株））の発表
があった（図表 1）。日本では、1980〜90 年代を中
心に研究開発が行われ、実用化もされたが、当時
はニーズがなく普及はしなかった。最近の日本国
内の電池関係の主要な学会では、レドックスフロー
電池に関する発表はほとんど見られない。
　レドックスフロー電池は、レドックス（酸化還元）
反応を起こす物質（活物質）を含む溶液（電解液）が、
反応漕（セル）と貯蔵タンクとの間を循環するこ
とで充放電する。一般的には、バナジウム（V）を
希硫酸に溶解した電解液が利用され、充放電時に
正負電極の表面でバナジウムのイオン価数が変化
し（正極；V5+ ⇔ V4+、負極；V2+ ⇔ V3+）、電極間
に設けられた隔膜（イオン交換膜）を介して、生
成したプロトン（H+）が移動する3）（図表 2）。
　レドックスフロー電池は、固体の活物質を使う他
の蓄電池と異なり活物質の脱落や析出がないため、
充放電のサイクル寿命が極めて長く、電解液も半永
久的に使用可能である。また、電力の出力（kW）
は電池セル部で、容量（kWh）はタンク部で個別に
制御できるため、例えば短時間のピークカット目的
の充電では、電解液を少量にした小さな設置面積の
構造とするなど、用途による最適設計が可能である。
　蓄電池はセルを直列につないだ積層状態（スタッ
ク）で使用される。リチウムイオン電池など他の
蓄電池ではセル毎に充電量がばらつくため定期的
な均等化操作が必要となる。これに対し、レドッ
クスフロー電池では、同一のタンクから電解液が
供給され、各電池セルの充電状態はつねに同一に
保たれるため、この保守作業が不要である。
　ただし、実用的なレドックスフロー電池のシステ
ムは、容量密度は小さく、循環ポンプが必要であり、
設置面積が大きくなる。しかし、広大な敷地に設置
される大型の風力や太陽光発電用、あるいは事業所
の定置用などの電力貯蔵用途では、これらの欠点は
あまり問題にならないことから、改めて注目され、
世界各国で研究開発の活発化する動きがある。なお、
CEN–CENELEC（EU の標準化機関）から規格・標
準化の提案もあり、その動向も注視する必要がある2）。
　電力のピークシフトや大型の風力・太陽光などの再生可能エネルギーによって発電した電力を平
準化する、電力貯蔵用蓄電池の需要が増している。この電力貯蔵用としてレドックスフロー電池が
改めて注目されており、欧米諸国を中心に研究開発が活発化し、2010 年から開催されている国際フ
ロー電池フォーラム（IFBF）では、発表件数が年々増加している。EU の標準化機関である CEN-
CENELEC から規格・標準化の提案もあり、その動向にも注視が必要である。
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図表 2　レドックスフロー電池の原理と構成
図表 1　国際会議（IFBF）の発表件数の推移
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